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地域づくりナビ 発信！
このコーナーでは、生活支援コーディネーターが地域の暮らしの中にある「素敵な
地縁 (ちえん )活動」を紹介します。
地域でのさまざまな取り組みや活動など、皆さまからの情報提供をお待ちしております。
◆このコーナーに関する問合先：地域福祉グループ　☎0587-23-6713

取材しました！

「大里東地区」

「明治地区」

あいさつで地域とつながる第一歩。
地域とつながることで毎日を元気に！

清水連区×体育振興会×学校運営協議会　
防災まつりを開催！

1月13日（土）清水小学校の体育館・運動場にて、地震などの防災意識を高めるための体験
型イベントが開催されました。対象は清水連区にお住まいのかたで、当日は老若男女80人以上
が参加しました。防災に関連する複数の団体が指導者となり、8つの体験型ブースを設置し、
平時の備えから被災後の暮らしまで、貴重な体験が出来る機会となっていました。
他にも防災に関する動画の視聴や避難時の持ち出し品を当てる防災ビンゴゲーム、初期消火
体験などもあり、参加していた子どもから大人まで防災について分かりやすく学べるイベント
内容でした。
参加者の声
◆元日に起きた能登半島地震で被災した様子をテレビで見て、今回参加を決めました。
　今、出来る備えについて家族全員で学べたので、とても良い機会になりました。
◆参加して災害に対する備えが足りないことに気づきました。このような機会があれば、
　また参加したいと思いました。

スクールガードをされている藤森世都子さんにお話を伺いました。
子どもたちの下校時間。暑さ寒さに負けずご自宅近くの交差点に立って子どもたちを見守っ
てくださっています。

取材中もすれ違うかたがあいさつをされました。大里地区では買い物や犬の散歩、畑仕事の
際など普段の生活の中にあいさつがあります。あいさつを通して、地域と関わり、気にかけ合
う関係性を地区に住む皆さんとともに取り組んでいます。

【AED体験をする様子】 【初期消火体験をする様子】

18年前、孫が小学生の時、当時の学校の先生から「四つ角に立って
いるだけでいいですよ。」との意見をいただき、気楽な気持ちで引き
受けました。
子どもたちの笑顔に接していると私も元気をもらえ、いつしか月日
が流れ、今日まできました。
自身の健康維持と認知症予防のため、これからも頑張りたいと思い
ます。

※スクールガードとは、地域で子どもの登下校を見守る活動。　

「千代田地区」
善福寺×お寺で音楽を広める会
～みんなで創る手作り音楽会～

コーディネートしました！

地域に開かれた寺院を目指す同寺では、お寺マルシェ「みちくさ縁日」や、地元老人ク
ラブへのイベント協力など、積極的に地域との関わりを持っています。次回の音楽会は5月
18日(土)です。ご興味のあるかたは地域福祉グループへお問い合わせください。

日々、生活を送る中で「いまは、大丈夫。」と思っていても年を重ね体力が衰えたり、病気やケ
ガをしたりすることで思うように体が動かなくなることがあります。買い物やゴミ出し、電球交換
など、生活をするうえで「ちょっと困った」ことが起きたときに、身近に助け合える人やつながり
があることで解決できることもあります。
本市では、生活支援コーディネーターを市圏域に１人、２支所・７市民センターの９地区に４人
配置しています。地域で取り組まれている支え合いによる活動を紹介したり、活動者や場所などを
おつなぎしたりすることで地域のつながり（縁）を育む
お手伝いをしています。

生活支援コーディネーターが地域の支え合い活動をお手伝いします

地域には、すでにたくさんの
素敵な活動があります。

今ある活動を大切にしながら、
地域の皆さんとともに無理なく
できることを考えることから

進めたいです。

樹齢500年以上の立派な「イブキ」がそびえるお寺「善福寺（南
麻績町）」。『地域の方々が気軽にお寺に集って楽しめる機会を創
りたい。』と願う同寺の想いを本会のコーディネートにより、「お
寺に音楽を広める会（和太鼓『響』）」とマッチングし、「みちく
さ灯し火音楽会」という名称でコンサートを開催しました。
黄昏時の境内で勇壮な和太鼓演奏が始まり、宵の口には和紙灯籠
が幻想的な景観を演出。舞台は本堂に移り、管楽器のアンサンブル
やジャズバイオリン、アフリカン太鼓が会場を盛り上げ、最後は参
加者全員で大合唱。住職による同寺の解説も含め、充実した内容に
参加者は大満足されていました。
参加者の声
◆「お寺で多様な音楽を楽しむ機会はなかなかないので、とても新鮮だった！」
◆「歌声喫茶を思い出した。皆が一つになるような感覚があって、とても良い。」

たそがれ
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